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【
分
科
会
報
告
つ
づ
き
】　

２２
「
学
習
会
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
を
活
用
し

た
活
動
の
活
性
化
」
組
織
拡
大
WG
企
画
」
9
月
20
日
㈯
午
後

「
高
専
」
9
月
20
日
㈯
午
後
～
21
日
㈰
昼
ま
で

　

「
教
員
」
9
月
21
日
㈰
午
前

「
技
術
職
員
」
9
月
21
日
㈰
午
前

「
非
常
勤
職
員
」
9
月
21
日
㈰
午
前

３３
「
病
院
」
9
月
21
日
㈰
午
前

「
事
務
職
員
」
9
月
21
日
㈰
午
後

　

「
大
学
共
同
利
用
機
関
」
9
月
21
日
㈰
午
後

「
青
年
」
9
月
21
日
㈰
午
後

４４
「
公
立
大
学
」
9
月
21
日
㈰
午
後

「
附
属
学
校
」
9
月
21
日
㈰
午
後

「
女
性
部
交
流
会
」
9
月
21
日
㈰
昼
休
み

　

今
回
の
教
研
集
会
の
テ
ー
マ

は
「
大
学
改
革
の
現
状
と
今
後

―
私
た
ち
の
進
む
べ
き
方
向
」

で
す
。
国
立
大
学
が
法
人
化
さ

れ
て
か
ら
20
年
以
上
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
の
間
、
日
本
の
大
学

に
起
こ
っ
た
こ
と
を
ひ
と
こ
と

で
言
う
と
、
研
究
力
の
低
下
だ

っ
た
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
実

感
で
す
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ

っ
て
、法
人
化
20
年
の「
改
革
」

を
総
括
し
、
現
状
を
分
析
し
、

今
後
の
方
針
を
共
に
考
え
よ

う
、
と
い
う
趣
旨
で
す
。

　

記
念
講
演
は
京
都
大
学
教

授
の
駒
込
武
氏
「「
学
問
の
自

治
」「
学
問
の
自
由
」
と
労
働

組
合
運
動
」
で
し
た
。
全
体
集

会
・
記
念
講
演
終
了
後
、
15
時

30
分
か
ら
21
日
㈰
16
時
ま
で

各
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
盛
会
で
、
大
い

に
議
論
が
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
か
ら

の
報
告
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

（
１
面
〜
４
面
掲
載
）。

　

初
日
終
了
後
の
懇
親
会
は

京
都
大
学
吉
田
寮
食
堂
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
左
）。

寮
内
の
見
学
ツ
ア
ー
も
行
わ

れ
、
学
生
自
治
寮
の
生
活
が
垣

間
見
ら
れ
、
た
い
へ
ん
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。

【
記
念
講
演
】

　

今
回
の
教
研
集
会
の
記
念

講
演
は
京
都
大
学
教
授
駒
込

武
氏
に
よ
る
「「
大
学
の
自
治
」

「
学
問
の
自
由
」
と
労
働
組
合

運
動
」
で
し
た
。
氏
の
近
著

『
統
治
さ
れ
る
大
学
：
知
の
囲

い
込
み
と
民
主
主
義
の
解
体
』

（
地
平
社
、２
０
２
４
）や『「
私

物
化
」
さ
れ
る
国
公
立
大
学
』

（
岩
波
書
店
、
２
０
２
１
）
は

大
学
改
革
を
語
る
上
で
の
必
読

文
献
で
す
。
講
演
で
は
、「
学

問
の
自
由
が
憲
法
に
特
筆
さ
れ

て
い
る
の
は
、
学
者
が
大
学
の

被
雇
用
者
と
し
て
弱
い
立
場
に

あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
高
柳
信

一
に
よ
る
憲
法
学
説
を
紹
介
さ

れ
た
後
、
大
学
で
軍
事
研
究
を

行
う
こ
と
の
問
題
は
知
が
囲
い

込
ま
れ
る
点
に
あ
る
、
卓
越
大

等
の
運
営
方
針
会
議
に
現
役

の
財
界
人
が
参
加
し
て
い
る
こ

と
は
利
益
相
反
の
危
険
が
あ
る

と
い
っ
た
問
題
提
起
の
上
、
私

大
や
公
立
大
の
教
職
員
と
連

帯
し
た
組
合
活
動
、
学
生
・
院

生
と
の
大
学
共
同
統
治
と
い
っ

た
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
大
学
の
公
共
性
を
再

構
築
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
進

む
べ
き
方
向
で
す
。

     （
教
文
部
長　

山
口
裕
之
）

　

全
大
教
は
、
9
月
20
日
㈯
〜
21
日
㈰
の
２
日
間
に
わ
た

り
教
研
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
７
年
ぶ
り
と
な

る
対
面
集
会
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠
隔
と
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
形
式
で
し
た
。
参
加
人
数
は
67
単
組
、
１
４
８
人

（
対
面
87
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
61
人
）
で
し
た
。
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
形
式
と
い
う
こ
と
で
、
機
器
の
設
置
や
運
用
に
若
干

不
慣
れ
な
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
な
く
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
大
教
は
、
教
授
会
の
権
限

を
制
限
す
る
学
校
教
育
法
を

再
改
正
さ
せ
、
学
問
の
自
由
と

大
学
の
自
治
を
守
る
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
、
日
本
私
大
教

連
・
公
大
連
と
共
同
で
「
三
団

体
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
教
文
部
で

は
、
前
回
の
教
研
集
会
に
続
い

て
、
日
本
私
大
教
連
・
公
大
連

に
も
ご
参
加
い
た
だ
く
企
画
を

立
て
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
、

三
団
体
の
委
員
長
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
現
状
に
つ
き
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
学
生
の
奨
学
金
と
し

て
措
置
さ
れ
た
５
，
０
０
０
億

円
の
予
算
の
半
分
以
上
が
未

執
行
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
公

立
大
学
に
対
す
る
地
方
財
政

措
置
と
し
て
交
付
さ
れ
た
予
算

が
全
額
は
公
立
大
学
に
支
給

さ
れ
て
い
な
い
実
態
な
ど
、
国

公
私
立
大
学
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
各
団
体
で
国
会
議
員
と
の

懇
談
を
進
め
る
な
ど
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
授
業
料
を
値
上
げ
す
る
こ
と

の
是
非
」
と
い
っ
た
論
点
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
授
業
料
値
上
げ

と
奨
学
金
の
充
実
と
い
う
方
法

で
は
学
生
の
分
断
が
進
む
こ

と
、
高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と

は
基
本
的
人
権
で
あ
り
、
国
家

は
そ
れ
を
保
証
す
る
義
務
が
あ

る
こ
と
、
高
等
教
育
の
受
益
者

は
社
会
全
体
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
、
大
い
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
２
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
続
き

は
吉
田
寮
で
の
懇
親
会
と
い
う

こ
と
で
閉
会
し
ま
し
た
。

    （
教
文
部
長　

山
口
裕
之
）

　

大
阪
府
職
労
の
小
松
委
員

長
を
講
師
に
お
招
き
し
、
大
阪

府
職
労
で
の
実
践
例
を
元
に
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ

イ
ジ
ン
グ
の
手
法
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
（
写
真

は
２
面
掲
載
）。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ

イ
ジ
ン
グ
と
は
、
当
事
者
が
自

分
た
ち
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
自
ら
解
決
に
向
け
た
集
団
行

動
を
起
こ
す
、
ま
た
は
起
こ
す

こ
と
が
で
き
る
組
織
づ
く
り
の

手
法
の
こ
と
で
、
従
来
の
組
合

活
動
と
目
的
は
同
じ
で
あ
り
つ

つ
、
活
動
の
手
法
が
異
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
組
合
活
動
と
い

う
と
、
委
員
と
し
て
選
出
さ
れ

た
人
が
個
々
人
の
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
元
に
、
問
題
解
決
に
向

け
て
大
学
当
局
に
要
望
書
を

提
出
し
た
り
、
交
渉
を
行
っ
た

（
２
面
へ
つ
づ
く
）

２０２５年９月２０日土午後（京都大学 人間・環境学研究科棟 大講義室）


